
本
当
に
美
味
し
い
果
物
づ
く
り
に
向
け
て

　

飯
田
市
は
、
長
野
県
の
南

部
に
位
置
し
、
西
に
木
曽
山

脈
、
東
に
赤
石
山
脈
に
は
さ
ま

れ
た
天
竜
川
流
域
に
あ
り
ま
す
。

４
０
０
〜
７
５
０
ｍ
の
標
高
差

の
影
響
で
、
収
穫
も
時
間
差
が

で
き
、
そ
の
こ
と
が
出
荷
時
期

を
長
く
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
物
を
作
り
た
い

と
慣
行
栽
培
の
基
準
よ
り
で
き

る
だ
け
農
薬
を
減
ら
す
た
め
に

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ど
こ
の
畑
も
除
草
剤
を
使

わ
な
い
の
で
草
に
覆
わ
れ
、
草

刈
り
を
年
に
５
〜
６
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
同
士
の
意
見

交
換
や
学
習
会
を
行
い
な
が
ら
、

産
直
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

梨
の
摘
果
作
業
は
花
が
散
っ

て
約
30
日
目
に
人
の
手
を
借
り

て
集
中
的
に
行
い
、
そ
の
後
も

畑
を
毎
日
見
回
り
な
が
ら
摘
果

し
ま
す
。

　

ま
た
梨
の
木
は
、
豊
水
の
木

に
南
水
の
木
を
接
ぎ
木
し
一
本

の
木
か
ら
違
う
種
類
の
梨
を
収

穫
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
受
粉

に
は
違
う
花
粉
を
つ
け
る
と
良

い
梨
が
で
き
る
（
受
粉
に
は
ミ

ツ
バ
チ
を
使
う
）、
防
菌
効
果
が

あ
る
、
色
上
が
り
が
き
れ
い
な

こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

豊
水
…
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
強
い
。
一

番
育
て
や
す
い
。

南
水
…
伝
染
力
が
強
い
黒
斑
病
に
弱

い
。
甘
く
て
日
持
ち
の
良
い

梨
。
涼
し
く
な
っ
て
出
る
。

幸
水
…
黒
斑
病
に
弱
い
。
当
た
り
外
れ

が
な
い
。
日
持
ち
が
良
く
な

い
。
割
れ
や
す
い
。
夕
立
が

ひ
ど
い
と
割
れ
る
。

サ
ザ
ン
す
い
と
う
…
病
気
に
弱
い
。
幸

水
よ
り
早
く
出
る
梨
。
縦
長

で
味
に
む
ら
が
あ
る
。

　

ま
た
、
市
田
柿
は
近
年
人
気

上
昇
。
加
工
業
者
が
生
産
に
乗

り
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
市
場

で
の
競
争
相
手
は
い
な
い
の
で

す
が
、
労
働
力
が
な
く
、
生
産

者
が
高
齢
で
投
資
が
で
き
な
い

の
が
問
題
点
で
す
。

　

柿
を
干
す
十
一
月
に
長
雨
が

あ
る
と
カ
ビ
の
原
因
に
な
る
た

め
、
気
を
遣
い
ま
す
が
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
カ

ビ
対
策
も
す
す
み
、
ク
レ
ー
ム

も
か
な
り
減
り
ま
し
た
。

飯伊農民組合
視察日：2011 年 8 月 10 日

　　　　

所在地：長野県飯田市北方　
　　　　

設立年月日：1988 年　　　
　　　　 

生産者数：120 名　　　　　
　　　　

主な取扱品目

幸水梨・豊水梨・南水梨・

ラフランス・市田柿・

モロッコインゲン　　

これから色づき、瑞々しい梨へと成長していき
ます。

一本の木から、豊水と南水の2種類の梨が育っ
ています。

梨

参加理事の感想 生産者よりコープしがのみなさんへ
生産者よりコープしがのみなさんへ

消
費
者
と
一
緒
に
日
本
の
食
料
に
つ
い
て
考
え
た
い

　

中
川
村
は
、
長
野
県
の
南
部

に
位
置
し
、
西
に
木
曽
山
脈
、

東
に
赤
石
山
脈
に
は
さ
ま
れ
た

天
竜
川
流
域
に
あ
り
ま
す
。
標

高
に
４
０
０
〜
７
５
０
ｍ
の
差

が
あ
る
た
め
、
収
穫
も
時
間
差

が
あ
り
出
荷
時
期
を
長
く
し
て

い
ま
す
。
果
樹
の
一
大
産
地
で

あ
り
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
果
実

の
糖
度
を
高
め
ま
す
。

　

梨
で
は
、
幸
水
、
豊
水
、
南

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
に
も
幾
種
も
の
品
種
が
あ

り
、
開
発
も
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
異
な
り
、
育

て
方
も
違
う
の
で
、
そ
の
品
種

に
合
っ
た
育
て
方
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
二
十
世
紀
梨
は

病
気
に
弱
い
の
で
、
病
原
菌
か

ら
果
実
を
守
る
た
め
に
袋
を
か

け
て
育
て
ま
す
。

　

梨
以
外
の
主
な
取
扱
商
品
で
あ

る
ほ
ぐ
し
め
じ
は
、
農
事
組
合
法

人
三
幸
で
生
産
し
コ
ー
プ
し
が
へ

は
通
年
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

し
め
じ
は
雑
菌
が
入
ら
な
い

よ
う
特
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

工
場
の
よ
う
な
栽
培
室
で
は
発

芽
を
促
進
す
る
た
め
に
夏
山
の

中川産直センター
視察日：2011 年 8月 10日　

　　　　

所在地：長野県上伊那郡中川
村片桐

設立年月日：2000 年1月　　
　　　　 

生産者数：24名　　　　　　
　　　　

主な取扱品目

幸水梨・豊水梨・南水梨・

ラ・フランス・ニ十世紀梨・

中川村のほぐしめじ

しめじの栽培の様子。 摘果されて落とされた実。美味しい実を作るた
め、1本の木に成ったうちの約8割の実を落と
します。これを摘果作業といいます。

病気に弱い二十世紀梨は、病原菌から守るため
に果実に袋をかけます。

梨ほぐしめじ

環
境
か
ら
秋
山
の
環
境
を
作
っ

て
温
度
シ
ョ
ッ
ク
（
温
度
差
）

を
つ
く
り
栽
培
し
ま
す
。
全
体

の
２
割
が
ほ
ぐ
し
め
じ
と
し
て

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
ぐ
し
め
じ
の
袋
は
空
気
を

通
し
ま
せ
ん
が
、
ガ
ス
は
通
す

の
で
日
持
ち
が
よ
く
、
石
づ
き

が
つ
い
て
い
な
く
て
も
日
持
ち

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
冷
凍
庫
に

そ
の
ま
ま
入
れ
て
保
存
し
て
も

大
丈
夫
。
近
年
は
人
気
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

栽
培
日
数
は
１
１
０
日
。

培
養
室
…
温
度
21
℃
、
湿
度

70
％
。
生
育
室
…
温
度
15
℃
、

湿
度
90
％
。
徹
底
し
た
温
度
・

湿
度
管
理
の
も
と
で
生
産
し
て

い
ま
す
。

お正月の干し柿
　市田柿の産地である長野県
飯田市や下伊那郡地域では、
「元旦に食べた干し柿から出て
きた種の数が多いほど、その一
年で多くの富を蓄えることが
できる」という言い伝えがある
ため、新年を祝う縁起物として
干し柿が食べられるそうです。

きのこの冷凍保存術
　きのこ類は生のまま冷凍保
存もできるものもあり、うま
みが増すとも言われています。
ただし、食感と香りを残してお
きたいなら軽く炒めてから冷
凍するのが良いようです。使う
ときは、凍ったまま、炒め物や
汁物に使いましょう。

お正月の干し柿
一口メモ

きのこの冷凍保存術
一口メモ

安心安全な物を作りたいと農協の基準よりできるだけ農薬を
減らすために努力をしています。生産者同士の意見交換や学
習会にも取り組み、お互い切磋琢磨して生産に取り組んでい
ます。果物の本当の美味しさを味わってください。

今ほど食の安全と自給率が課題の時はありません。生産者は自然を相
手に安全な食物を作る努力をしているが、コストとか効率が悪いとか
儲けのためだけを考えていていいのでしょうか。地球の人口が増え続
ける中、土地や自然を活かして、命の源としての食物を確保するとい
う事を消費者の方々と一緒に考えていきたいと思います。

一本の木から何種類もの梨が生っ
ている様子

や、梨の特徴を熱く話してくださ
る様子から、

長年の積み重ねが安心でより美味
しい果物作

りに活かされていると実感できま
した。

参加理事の感想
梨にはいろいろな品種があり開発

もされていて、

それぞれの特徴に合わせて育て
方を変えている

事や、自然を相手にしている苦
労が伝わってき

ます。
しめじはちょっとした温度や環

境の違いで発育

が変わる繊細な食物です。大事に
食したいです。

松村組合長生産者　市瀬さん
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